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0
1
0
年
か
ら
の
民
主
化
運
動
が

中
東
に
大
き
な
政
治
変
動
を
も
た

ら
し
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」。
そ
の
背
景
に

若
者
の
人
口
増
加
が
あ
る
と
の
議
論
は
日

本
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
火
付
け
役
と
な
っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
若

年
層（
15
〜
24
歳
人
口
）は
、15
歳
以
上
人

口
の
24
％
を
占
め
る
。
リ
ビ
ア
（
27
％
）、

エ
ジ
プ
ト
（
30
％
）、
イ
エ
メ
ン
（
40
％
）

な
ど
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
、
ま
た
、
国
際
テ

ロ
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
イ
ラ
ク
（
34
％
）、
シ

リ
ア
（
33
％
）
の
水
準
も
軒
並
み
高
い
。

　
こ
の
比
率
が
、
イ
タ
リ
ア
（
11
％
）
に

次
い
で
世
界
で
2
番
目
に
低
い
日
本

（
12
％
）か
ら
見
れ
ば
別
世
界
の
よ
う
だ

が
、
1
9
6
8
〜
70
年
の
全
共
闘
運
動
・

大
学
紛
争
期
の
日
本
で
は
25
％
だ
っ
た
。

人
口
の
レ
ン
ズ
で
見
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
姿

は
、
当
時
の
日
本
と
重
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
を
「
若
年
層
の
膨

張
」（youth bulge

）
と
い
い
、
米
国

で
は
90
年
代
か
ら
人
口
統
計
学
者
の
み
な

し
て
成
長
の
た
め
に
最
適
活
用
で
き
れ

ば
、
最
近
ま
で
の
中
国
の
よ
う
に
「
人
口

ボ
ー
ナ
ス
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
先
の

よ
う
な
悪
条
件
の
下
で
放
置
す
る
と
政

治
・
社
会
不
安
を
増
幅
さ
せ
る
火
種
に
な

る
。
若
年
層
の
膨
脹
は
諸
刃
の
剣
な
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
人
口
動
態
だ
が
、
20
年
ご

ろ
を
転
換
期
と
し
て
リ
ス
ク
要
因
と
し
て

拡
大
し
そ
う
な
兆
候
を
見
せ
て
い
る
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
中
国
の

一
人
っ
子
政
策
に
少
し
遅
れ
て
、
中
東
地

域
で
も
盛
ん
に
出
産
抑
制
政
策
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
劇
的
な
少
子
化
が
起
き
て
い

る
。
60
年
代
末
か
ら
現
在
ま
で
の
各
国
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
ト
ル
コ
が
5
・
7

↓
2
・
2
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
が
6
・
9
↓

2
・
0
、
イ
ラ
ン
が
6
・
7
↓
1
・
8
、

レ
バ
ノ
ン
が
5
・
2
↓
1
・
6
で
あ
り
、

中
国
の
そ
れ
に
匹
敵
あ
る
い
は
上
回
る
。

　
こ
の
こ
と
だ
け
を
見
る
と
、
将
来
的
に

若
年
層
膨
張
リ
ス
ク
は
縮
小
す
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
劇
的
な
少
子
化

の
副
作
用
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
新
た
な
不

安
定
要
素
が
生
ま
れ
て
い
る
。

中
で
も
ア
ラ
ブ
世
界
で
顕
著
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
若
年
層
膨
張
リ
ス
ク
に
関
す

る
中
東
地
域
の
国
別
見
通
し

は
、
そ
の
特
徴
に
よ
っ
て
2
パ

タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。
下
図

の
イ
ラ
ン
か
ら
モ
ロ
ッ
コ
に
見

ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
1
は
、
典
型

的
な
エ
コ
ー
ブ
ー
ム
だ
。
出
生

率
が
す
で
に
1
・
7
〜
2
・
9

ま
で
大
幅
に
低
下
し
て
お
り
、

こ
の
影
響
で
05
〜
20
年
に
若
年

層
が
大
幅
に
減
少
す
る
一
方

で
、
20
年
か
ら
の
15
年
間
で
は

大
幅
な
増
加
に
転
じ
る
。

　
他
方
、
同
図
で
シ
リ
ア
か
ら

イ
ラ
ク
に
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン

2
で
は
、
従
来
型
の
膨
張
リ
ス

ク
が
継
続
し
て
お
り
、
エ
コ
ー

し
き
れ
な
け
れ
ば
、
加
速
度
的
に
若
者
の

不
満
が
蓄
積
し
ア
ラ
ブ
の
春
の
再
来
の
よ

う
な
地
域
的
な
動
乱
の
も
と
と
な
る
可
能

性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ム
圏
の
人
口
統
計

は
ア
ラ
ブ
、
ア
ジ
ア
と
も
、
20
年
代
に
か

け
て
危
険
な
兆
候
を
示
し
て
い
る
。
出
生

率
の
下
落
幅
の
違
い
に
よ
っ
て
特
徴
は
異

な
る
も
の
の
、
そ
の
リ
ス
ク
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ら
ず
、
安
全
保
障
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

専
門
家
に
よ
っ
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。

　
脆
弱
で
腐
敗
し
た
政
治
体
制
、
蔓
延
す

る
貧
困
や
失
業
、
民
族
・
宗
教
間
の
対
立

な
ど
に
よ
る
政
治
・
社
会
不
安
は
、
若
年

層
が
数
や
割
合
で
急
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
増
幅
し
、
大
規
模
な
デ
モ
、
騒
乱
、

紛
争
や
戦
争
に
ま
で
発
展
す
る
リ
ス
ク
が

高
ま
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
若
年
層
の
膨
張
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
次

の
よ
う
な
も
の
だ
。
多
産
多
死
か
ら
少
産

少
死
に
移
行
す
る
人
口
転
換
は
、
栄
養
・

衛
生
の
改
善
や
医
療
の
発
達
に
よ
る
幼
児

死
亡
率
の
低
下
か
ら
始
ま
る
。
や
が
て
よ

り
多
く
の
子
供
が
成
人
に
達
す
る
よ
う
に

な
り
、
一
定
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
経
て
夫
婦

は
徐
々
に
出
生
数
を
減
ら
す
。

　
こ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
の
間
に
若
年
人
口
が

急
増
す
る
の
に
加
え
て
、
出
生
抑
制
に
よ

っ
て
子
育
て
に
追
わ
れ
て
き
た
若
者
（
特

に
女
性
）
の
時
間
と
労
力
が
解
放
さ
れ

る
。
こ
の
膨
張
す
る
若
年
層
を
労
働
力
と

劇
的
な
少
子
化
が

副
作
用
も
た
ら
す
国
も

２

若
年
層
膨
張
2
つ
の
リ
ス
ク

10
年
以
内
に「
ア
ラ
ブ
の
春
」再
来
か

神
戸
市
外
国
語
大
学
准
教
授
●
中
嶋
圭
介

な
か
し
ま
・
け
い
す
け
●
１
９
７
６
年
生
ま
れ
。

神
戸
市
外
大
卒
、
米
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
大
学
院

修
了（
国
際
関
係
学
修
士
）。
米
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ（
戦
略

国
際
問
題
研
究
所
）主
任
研
究
員
を
経
て
現
職
。
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南アジア

非アラブ・イスラム系アジア

アラブ世界

アラブ世界ではこれから若者が急増
─若年人口（15～24歳）の平均増加率（1970～2050年）─

（注）▲はマイナス。2015年以降は予測。非アラブ・イスラム系アジアはトルコ、イラン、パキス
タン、インドネシアなど　（出所）国連人口部（2015年）

すでに底を打ち、2020年代
後半に向けてハネ上がる
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─若年人口（15～24歳）の増加率─
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出生率がすでに
下がった国

出生率が
依然高い国

政治・社会不安は若年層の急増
で増幅される。写真は2013年1
月、カイロ中心部でのデモ

　
日
本
の
団
塊
の
世
代
と
団
塊
ジ

ュ
ニ
ア
を
想
像
す
る
と
わ
か
り
や

す
い
。
急
速
に
出
生
率
が
下
落
す

る
と
、
し
ば
ら
く
若
年
世
代
の
縮

小
が
続
く
が
、
団
塊
世
代
が
出
産

期
に
入
る
と
母
数
が
多
い
だ
け

に
、
出
産
数
も
あ
ら
た
め
て
増
加

に
転
じ
る
。
こ
う
し
た
世
代
の
拡

大
と
縮
小
の
波
を
、
人
口
統
計
学

で
は
「
エ
コ
ー
ブ
ー
ム
」
と
呼

ぶ
。

　
こ
の
エ
コ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て

中
東
地
域
で
は
、
若
年
層
は
構
成

比
こ
そ
緩
や
か
な
縮
小
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
人
数
の
増
加
率
は
10

〜
15
年
期
に
底
を
打
ち
、
20
年
代

後
半
に
か
け
て
ハ
ネ
上
が
る
見
通

し
だ
。
上
図
は
、
こ
の
傾
向
が
イ

ス
ラ
ム
世
界
に
共
通
し
て
お
り
、

ブ
ー
ム
の
影
響
は
限
定
的
だ
。
出
生
率
低

下
が
3
・
0
〜
4
・
6
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
た
め
に
両
期
間
で
若
年
層
の
増
加
が
続

き
、
エ
コ
ー
ブ
ー
ム
効
果
に
よ
っ
て
20
〜

35
年
の
増
加
率
は
そ
の
前
の
期
間
を
若
干

上
回
る
。

　
目
下
は
イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
情
勢
や
Ｉ
Ｓ

な
ど
テ
ロ
の
脅
威
へ
の
警
戒
感
が
強
く
、

一
般
的
に
イ
ス
ラ
ム
地
域
で
継
続
す
る
従

来
型
の
若
年
層
膨
張
リ
ス
ク
（
パ
タ
ー
ン

2
）
を
意
識
す
る
向
き
が
多
い
。
し
か

し
、
ア
ラ
ブ
世
界
の
エ
コ
ー
ブ
ー
ム
（
パ

タ
ー
ン
1
）
は
振
り
幅
が
大
き
い
。
各
国

政
府
が
急
速
な
失
業
問
題
の
悪
化
に
対
処

人、人、人。若者の
　不満が爆発する
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